
玉
村
八
幡
宮 

歳
時
記

　
平
成
二
十
二
年
の
初
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
皇
室
の
ご
安
泰
と
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
繁
栄
を
、
玉
村
八
幡
宮
の
大
前
に
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
は
八
百
十
五
年
の
歴
史
の
中
、
角
渕
の
地
よ
り
下
新
田
の
地
へ
遷
座
し
、
四
百
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
て
お
り
、
様
々
な
記
念
事
業
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
一
年
の
四
季
を
通
し
て
お
詣
り

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
の
お
正
月
は
、
空
は
晴
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
風
が
強
く
、
群
馬

の
地
形
の
上
州
名
物
空
っ
風
が
吹
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
鎮
守
の
杜
が
お
宮
に
鎮
ま
る
神
様

を
護
っ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。

杜
を
守
る
こ
と
は
自
然
を
大
切
に
す

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
自
然
を
大

切
に
す
れ
ば
人
に
も
優
し
く
な
れ
ま

す
。
幸
せ
を
感
じ
れ
る
世
の
中
に
な

る
事
を
願
い
ま
す
。
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初
詣

お正月本殿前の様子

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
一
月
三
十
一
日
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
玉
村

八
幡
宮
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、

消
防
署
・
消
防
団
を
中
心
に
し
て
約
二
〇
〇

人
が
参
加
し
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　
実
際
に
燃
焼
皿
に
火
を
つ
け
、
消
火
器
の

使
い
方
を
確
認
し
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ

る
水
消
火
器
訓
練
、
境
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
放
水
銃
訓
練
、
一
水
会
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
、
消
防
ポ
ン
プ
車
十
二
台
を
使
い
一
斉

放
水
な
ど
様
々
な
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

一
月
の
終
わ
り
に
も
関
わ
ら
ず
暖
か
い
日
で

多
く
の
子
供
連
れ
見
学
者
も
見
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成人の日の様子

　
二
月
十
七
日(

旧
暦
初
戌
日)

二
月
十
八
日

(

旧
暦
初
亥
日)

に
戌
亥
八
幡
崇
敬
会
大
祭
を

斎
行
致
し
ま
し
た
。
当
八
幡
宮
は
戌
年
・
亥

年
生
ま
れ
の
方
々
に
特
に
霊
験
あ
り
と
さ
れ

「
戌
亥
八
幡
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
戌
年
・
亥
年
生

ま
れ
の
方
は
、
「
戌

亥
八
幡
崇
敬
会
」
に

ご
入
会
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
社
務
所

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

消
防
訓
練

ま
た
、
成
人
の
日
に
は
、

着
物
を
着
た
新
成
人
が
、

家
族
や
友
達
同
士
で
参
拝

に
来
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
初
詣
も
三
が
日
集
中
型

か
ら
、
込
み
合
う
の
を
避

け
分
散
型
に
な
っ
た
か
ら

か
一
月
中
多
く
の
方
が
お

詣
り
に
来
ら
れ
、
中
で
も

一
月
二
十
七
日
に
、
群
馬
テ
レ
ビ
の
「
鶴
太
郎
の
ぐ
ん
ま
一
番
」

の
撮
影
で
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
に
お
詣
り
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は

「
県
立
女
子
大
学
」
・
「
肉
の
駅
」
・
「
歴
史
資
料
館
」
と
廻
り

参
道
を
挟
み
東
と
西
に
店
を
構
え
る
「
み
よ
し
の
製
菓
舗
」
と

「
福
嶋
屋
製
菓
舗
」
の
二
つ
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
境
内
で
食
べ
比

べ
し
、
玉
村
町
の
歴
史
に
触
れ
、
ま
た
、
味
に
触
れ
、
玉
村
町
を

堪
能
し
た
様
子
で
し
た
。撮影風景①

撮影風景②

参進の様子

放水訓練の様子

訓練後確認の様子


